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　　　　　　　　　火星が一恒星を掩蔽する
　普通「掩蔽」ミ言へば，月が恒星を掩ひかくす現象であるが，稀には遊星
が月のために掩蔽されるこtrもある．去る八月十日のは火星が月に掩はれ
た例であっナこ．
　しかるに，月でなくて，一遊星が恒星を掩ひかくす現象も無いではない．
尤も之れは極めて稀なこEで，叉，豫報も可なり困難なものであるがJ一
此の珍らしい現象の一つが今年の年末に見える．時日はElち隔る十二月三
十一日午後八時過ぎであって，ボン調査（BD．）十26．942　Sいふ九等星が
火星にかくされる0）である．詳しい時刻は
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　火星はうし座東部にあって，日当の頃既に東天に上ってみるから，観測
には好都合である．研究者は成るべく高倍率の望遠鏡を使用するが好い．
少なく：三も300倍以上，成るべくは500倍以上が好い．
　観測すべき事は，恒星が火星の背後にかくれkり，現はれたりする精密
な時刻．それから，潜入や出現の時に恒星の光度が愛つたり，色が憂つk
りするのを精細に観察するこ〉一である．此等の観測は火星の位置を決定し，
叉，火星の雰園氣の研究上非常に三値多いものである．
　　　　　　　　長週期饗光星の八一ヴード目銀
　二丁スタンフオド大學のタウンリーS．D．　Townley教授が新しく憂光星
雑 報 75／
の目録を作製する意志を獲表したのは1923年の秋のA・A・S総會に於いて
であったが，其の後，同教授はノ．・一ヅード大口のミス・カノンA．」．Cannon
やヵンベルLeon　Campbe11氏の援助を得て，先づ長週期攣光星の目録作
製を急ぎ，最近之れを完成して，ハーブード自演天文肇年報第79巻第3部
門弛れを嚢表した・吾々は此れを去る九月26日に入手した・見るミ，四つ
切り版49ページのものであって，中には総計1760個の攣光星について，
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攣動の範園も示す
巻末には詳細なる補遺事項を附し，殊にスペクトル，視線速度，固有蓮動，
覗差等の記載がある．
　目録も補遺も共に全部石板刷りミしたのは，活版刷りの誤字を恐れた結
果であって，作製者の注意深いこεを表はしてみる．
　此の目録の中の1760星について，シヤプレイ教授が巻頭緒言に述べてみ
る所では，約59％は週期の決定されナこものであり，叉，33％はスペクトル
の知れてみるものであり，叉，約27％はM－mの決定されたものである．
爾ほ，全膣の中で，約50星は模型的な長週期攣光星では無く，むしろ，ふ
たこのU星や，かんむりのR星や，うしのRV星の類に属するものを
含んでみる．一ここに此等の不規則星の定義εして第195頁に記してあ
る所では：一
76 雑　　　報
「ふたご座U星型の攣光星」εは，普通は1ケ月以上の期聞微光で．可なり
　一定の極小光輝にあるが，時こして急激に極大光輝ミなり，叉，或は徐
　々に極大光輝へ上る．攣光範園は多くは4級乃至5級である．ふたこのU
　星は極大光の期間の長いのミ短かいのSが交代するし，啓よしやのSS星
　は同等な傾向を見せるこεもあるけれさ，必ずしも常に左様でない．はく
　てうのSS星は此の型の星の中で最：も光りの大きいものであって，ふた
　このU星や，曹よしやのSS星の有づ総ての特徴を有つε共に，尚，自
　引引特の性質もある．
「かんむり座R星型の攣光星」ミは，普通，幾ク月もの間，時には何年にも
　わたって，光は殆んE“一定の明るさを保ち，只僅かに愛動ずるに過ぎな
　いが，突然εして光輝が下降して，二三週間後には極小光輝ミして8－9
　等級にも達する．その後，光度が元の明るさに回復するには数ケ月を費
　し，其の間に著しい不規則憂動を示す．
「うし座RV星型の憂光星」xSは，明るい極小光輝ε暗い極小光輝こが交代
　するのが常で，其の順序が数年後に入れ代はるこミもある．叉，極大光
　輝も時々憂動ずる．光度曲線は時々こと座β星のやうにもなり，叉は
　セプアイ座δ星のやうにもなる．憂光週期は，同種の極小光輝がくり
　かへられる期間を言ふのであるが，普通踊れは50日以上である．
　　　　　　　　　　　「天文航室學」
　「天文航空學」NSは最近年に天文學の一部門εして開かれたものである．
ちょうさ航海者が天文観測によって船を進行させるのこ同様に，遠距離を
行く現代の航室家たちが飛行機の上で星を見ながら其の進路むつかしい問
を定めやうεする必要から生れたものであるが，之れは天文航海術以上に
題である．近頃，フランス天文學會がRobert　Esnault－Peltiere及びAndr6
Hirsch雨氏の寄附金によって「Rep－Hirsch賞金」ミいふものを設け，！928
年から1930年まで毎年5000フランづxを懸けて此の新しい學問の進歩に
貢献する人々の努力に報みやうNSいふこミになった．此の賞金の委一員には
：Ferri6將軍，　J．　Perrin教授，　C．　Fabryi6教授，　H．　Deslandres教授等がある．去
る四月から所澤の飛行學校でも天文學の講義を始めた。
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　　　　　　　東京天文皇で登されアζ小遊星の一豊表
　　今まで叢表されナこものは下の通り．
　　器械は口径20センチ・焦馳距離127センチのブラシーや製爲眞望遠鏡が
用ゐられる・
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　　　　　　　　　　　　新　天　文毫
南カロライ大學　：米國サウス・カロライナ州コロンビア市にある州立大回
では去る五月二十五日新しく天文皇を創立しナこ．此の天文皇はシ」ペルス
E，G．　Selbelsの寄附であって，両ほ，「15吋」の望遠鏡は・、ンシヨ．ウ」．　W，
：Hanshaw氏の寄贈品である．
ヰリアムス天文皇　　米國メリーランド州フレデリク市のフ．ト學院は三萬
ドルの寄附金によって天文毫を新設した，司れは去る1923年にミス・井．リ
アムスJanet　Willia皿sが亡父の記念ミて寄附したものである，器械は「8吋」
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のクラーク製の赤道儀を主ミし，爾ほスペクトル詮議室，講義室，屋上望
峯な：ヨを備へてるる．
　　　　　　　　雪年の日食に翻測遠征の計書
　來る1929年五月九日には南洋に於いて見える皆既日蝕がある．之れにつ
いては，早くも去る1926年の秋，東京で開かれた汎太李洋會議に於いて，
Manilaから來たSe］ga師がPhilippine諸島中に観測の好適地がある事を
報告し，最近其の報告文はPopular　Astronomy第35巻第214頁に載せられ
た．叉，Astonomische　Nachrichten第5516號にはBrandli氏がMalay傘
島に於ける観測の好適地を紹介してみる．
　此の日蝕を観測するため，我が京都帝國大學は約15000圓の豫算を計上
して準備計叢を進め，東京天文毫も亦ほ・洞檬の計書を進めてみる由．叉，
「學術研究會議」は此の爾大學の観測計霊を熟心に支持し，去る四月の例會
には田中館副議長等の賛成演説があった由．
　　　　　　　　　　　　人事　消息
ホ村榮博士　　さきに和蘭ライデンに於ける高言天文同盟第3回総會に出
席された緯度観測所長木村榮：博士は去る十月二十六日米國を経て無事二二・
十一月の御帥二三大典に列席されたが，其の期間中，京都東一條の山本一
清三宅に宿泊された．
雫山　信博士　　木村博士ε共にラ4デン會議に列席された同氏は目下倫
ほ外遊中で，多分年末に蹄朝される筈．從って御大典には参列されなかつナこ．
AA・マイケルソン博士　　シカゴ大回のマaケルソン教授は，今年も亦夏
の間，井ルソン山に於いて光線の速度を観測中であったが，十月初めには
其れを終って，シカゴへ蹄られた。
荒木俊馬助激授　今回文部省在外研究員を命ぜられ，多分來る一月頃，ド
ィッへ向け出獲せられる由．
上田病前敏授　同氏も亦文部省研究員NSして，多分來年三月頃出獲，露
台へ向けれるεの噂・
